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６ ペルソナに対する支援策の協議 

６-１ 支援策協議の概要                                

 モデル 8 自治会ごとに設定したペルソナへの支援策を協議するため，下記のとおり，支

援策検討会議を開催した。 

 

(1) 目的 

姶良・伊佐地域において，一人暮らしの高齢者や障害者らを中心に，日々の生活に困

っている方々（外出困難，交通機関の不足などにより，医療機関への受診や福祉・介護

に関するサービス，また，買物などについて，適切な支援を受けられない，又はない

方々をいう。以下「困っている方」という。）に対する適切な施策やサービス等を行う

生活支援体制を構築するため，令和 6 年度に実施した各種調査結果を基に，姶良伊佐

局，各市町，自治会，福祉関係者，事業者等がそれぞれの立場で行うべき具体的な施策

を検討する。 

 

(2) 日時，場所 

＜伊佐市，湧水町の 4 自治会＞ 

 令和 7 年 1 月 23 日(木)午前 9 時半～午前 11 時半 

 伊佐市役所菱刈庁舎（伊佐市菱刈前目 2106）会議室 

 

＜霧島市，姶良市の 4 自治会＞  

 令和 7 年 1 月 23 日(木)午後 2 時～午後 4 時 

 鹿児島県姶良・伊佐地域振興局（姶良市加治木町諏訪町 12）会議室 

 

(3) 協議の手法 

ペルソナが抱える課題を抽出し，その支援策を検討する手法として，鹿児島国際大学

の高橋信行教授の指導のもと，情報を視覚的に整理し，他者の意見を関連付けながら議

論を深めることができる「マインドマップ」 を活用した。 

マインドマップとは，中心に主題を配置し，そこから関連情報を枝分かれさせて展開

する思考ツールである。これにより，情報の関係性を直感的に把握しやすくなり，複雑

な課題を整理しながら支援策を導き出せる。ブレインストーミングやプロジェクト計

画，学習整理など，幅広い分野で活用されている。 

本事業に係る支援策の協議では，例えば，「移動支援」「買物支援」「医療・福祉サー

ビスのアクセス」などの主要課題を分類し，支援策を「行政の支援」「地域住民の協

力」「民間サービスの活用」などといった枠組みで整理することできると期待された。

マインドマップの放射状の構造によって，参加者が議論の流れを直感的に把握しやすく

なり，論点の整理と意見の統合がスムーズに進むことも期待された。 
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(4) 参加者 

 参加者の所属については，次のとおり。 

 

＜伊佐市，湧水町の 4 自治会＞ 

 伊佐市役所 地域振興課，長寿介護課 

 湧水町役場 企画財政課，長寿介護課 

 自治会代表者 

 民生委員 

 伊佐市 社会福祉協議会 

 湧水町 社会福祉協議会 

 伊佐市の民間タクシー事業者 

の計 11 人 

 

＜霧島市，姶良市の 4 自治会＞ 

 霧島市役所 地域政策課，長寿介護課 

 姶良市役所 長寿・障害福祉課，地域政策課 

 自治会代表者 

 民生委員 

 霧島市 社会福祉協議会 

 姶良市 社会福祉協議会 

の計 14 人 

 

(5) 協議の様子 

 当日の様子を撮影した画像は次のとおり。それぞれ左が伊佐市会場，右が姶良市会場 
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６-２ 支援策協議の場で作成したマインドマップ                                

 自治会ごとに設定したペルソナの課題とその解決策・支援策を協議した際に作成したマ

インドマップは次のとおり。 
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６-２-１ 霧島市 

(1) 高千穂５区自治会 

 

図 6-2-1-(1)  霧島市・高千穂５区自治会のマインドマップ 
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(2) 菩提寺団地自治会 

 

図 6-2-1-(2)  霧島市・菩提寺団地自治会のマインドマップ 
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６-２-２ 伊佐市 

(1) 朝日町自治会 

 

図 6-2-2-(1)  伊佐市・朝日町自治会のマインドマップ 
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(2) 宮人自治会 

 

図 6-2-2-(2)  伊佐市・宮人自治会のマインドマップ 
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６-２-３ 姶良市 

(1) 永瀬自治会 

 

図 6-2-3-(1)  姶良市・永瀬自治会のマインドマップ 

 
  



162 
 

(2) 明神自治会 

 

図 6-2-3-(2)  姶良市・明神自治会のマインドマップ 
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６-２-４ 湧水町 

(1) 二渡自治会 

 

図 6-2-4-(1)  湧水町・二渡自治会のマインドマップ 
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(2) 麓自治会 

 

図 6-2-4-(2)  湧水町・麓自治会のマインドマップ 
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６-３ マインドマップの整理                                 

 モデル 8 自治会ごとに協議したペルソナへの支援策をまとめたマインドマップについ

て，移動や買物，情報不足といったカテゴリーごとに課題と支援策をまとめ，整理した。

なお，整理するにあたっては，マインドマップを作成し，情報を視覚的に整理できるツー

ルである「Edraw Mind」9（エドラマインド）を使用した。 

 

調査受託者において行った整理した手順は次のとおり。 

 

1. 支援策協議の場で作成したモデル８自治会のマインドマップから文字データを抽出 

2. テキスト化された文字データと当日の支援策協議の場で交わされた内容等を精査 

3. 大項目となる課題を４～６つほど推定して選定 

4. 大項目となる課題に対応する文字データ及び協議内容をグループ化 

5. 各大項目ごとに，課題とその解決策（支援策）となりうる項目を紐づけしてレベルダ

ウンさせながら整理 

6. 紐づけされた課題とその支援策について記述化 

7. Edraw Mind においてアウトラインを制作して作図 

 

 

 

  

 
9 Edraw Mind は，直感的な操作でアイデアを整理できるとされ，ブレインストーミング，プロジェクト管理，学習計

画，プレゼンテーション作成など，幅広い用途に活用されている。複雑な情報の整理やアイデアの発展を視覚的に把握

しやすくなり，議論の流れを明確にすることができる。特に，課題の洗い出しや解決策の検討に適しており，問題の本

質を明確にしながら，関係性を整理し，具体的なアクションへとつなげることが可能であるとされる。 
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６-３-１ 霧島市 

(1) 高千穂５区自治会 

 

図 6-3-1-(1)  霧島市・高千穂５区自治会のマインドマップ 

 

 

  

高千穂三郎さん 
の課題 

移動の 
困難さ 

免許返納後の 
移動 

現在は運転できるが，免許返納後の移動手段が不安 
高齢化により移動がますます困難になる 

タクシーの利用 
タクシーの台数が少ない 

助成制度があるが，周知が不十分 

買物環境 

買物の選択肢の少なさ 
日用品や食料品は買えるが， 
衣料品や薬品などは購入できない 
近くのお店は１店舗しかない 

移動販売 
の利用 

スーパーに品揃えを増やすのが理想だが，難しい 
空き家を活用して地域の小売店を増やせないか 

情報共有 

住民同士の 
交流不足 

情報を知っている人と知らない人の差が大きい 
住民同士の情報共有の場が不足している 

行政サービスの情報が届かない 

住民同士の 
助け合い 

ボランティア活動の 
認知不足 

コミュニティバス 
バス停までの距離が遠く，高齢者には負担 

バスの本数が少ない 

有償ボランティアの活用 有償ボランティアを活用し， 
地域内での移動支援を強化 

解決策 
コミュニティバスの停留所や運行ルートの見直し 

デイサービス送迎車等を活用した買物支援 
自家用有償旅客制度の整備と活用，周知 

解決策 
移動販売の導入及び巡回ルートの調整（スーパーの協力を得る） 

地域内での共同購入や宅配サービスの活用 

有償ボランティア制度やポイント制度の認知度が低い 
参加したくても方法がわからない 

解決策 

地域における情報共有の場（サロンや交流会）の定期開催 
行政と住民との意見交換の場を設け， 
情報を届ける仕組みづくり 
有償ボランティアの活用や 
ボランティアポイント制度の見直し及びその周知強化 

地域での支援体制強化 
高齢者同士の助け合いの仕組みが必要 

若い世代とのつながりを強化する 
リーダー不足 ボランティア活動を推進するリーダーが不足 

解決策 

若い世代が参加しやすい仕組みづくり 
（ポイント制度の活用など） 

ボランティア活動のリーダー育成と周知 
広報紙を活用して成功事例を周知 
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(2) 菩提寺団地自治会 

 

図 6-3-1-(2)  霧島市・菩提寺団地自治会のマインドマップ 

 

  

菩提寺次子さんの 
課題 

移動手段 

移動が困難 

JR の駅やバス停は物理的には近くにあるが， 
高齢者にとっては利用が難しい 

買物の困難 

買物環境の問題 
スーパーが遠く，生鮮食品や日用品の購入が困難 
団地の階段が多く，買物帰りの荷物運びが困難 

情報取得 

情報不足 
インターネットを使いこなせない 
近隣住民との横のつながりが希薄 

住民の助け合いと 
福祉支援 

移動販売が来ても，階段を下りている間に行ってしまう 

解決策 
住民が集まる場所（公民館や病院前）に移動販売を誘致 
乗合タクシーの予約方法改善（事前予約の徹底） 
近隣住民の協力を得るための情報共有強化 

解決策 

宅配サービスの活用（同じ階の住民と共同注文） 
移動販売の停留場所を公民館や病院前に変更 
共同購入制度の導入（みんなで注文して負担軽減） 

解決策 
交流の場を設け，住民同士の情報交換を促進 

支援の仕組みが不足 介護保険や福祉サービスの詳細が分からない 

解決策 

住民が気軽に集まれる「交流の場」の設置 
ゴミステーションや病院などを活用した情報交換の場づくり 

交流の場を継続する仕組み（旗振り役の育成） 

乗り合いタクシーの出発が遅い（全員が揃うまで待機） 

行政サービスや福祉制度の詳細が分からない 

コミュニティバスはスーパーの前には停まらない 
M ワゴンはこの地区では運行していない 
親族や隣人に頼むのも気を使う 

団地の階段問題 
高齢者には階段の上り下りが困難で危険 

移動販売が来ても，階段を降りるのに時間がかかり， 
間に合わない 

乗合タクシーの買物利用を周知 

交流機会の減少 「隣近所だからつながりがある」とは限らない 
情報交換の場がないため，支援の方法が分からない 

行政・地域包括支援センターとの連携を強化し，情報提供を充実 
IT 支援を含めた情報提供の場 
（ネット講習，スマホ講座など）を提供 

どこに相談すればいいかが不明 

役場や包括支援センター，ケアマネージャーと連携し， 
支援策の周知強化 
高齢者向けの情報提供の場を作り， 
行政手続きなどの相談対応を実施 

買物帰りに重い荷物を持って上がるのが大変 
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６-３-２ 伊佐市 

(1) 朝日町自治会 

 

図 6-3-2-(1)  伊佐市・朝日町自治会のマインドマップ 

 

 

  

朝日太郎さん 
の課題 

買物の困難 
買物環境の課題 

地域の協力関係の 

希薄さ 

地域の 
つながり不足 

近隣住民との関係が希薄 

情報共有とデジタル活用の
課題 

解決策 移動販売の増加 
（品目の選定，注文販売とのすみ分け） 

解決策 

多世代交流の場（サロンやイベント）の創設 

情報の伝達不足 

解決策 防災無線を活用した地域情報の発信 

いきいきサロンの活用 

サロンの参加者減少 

参加者が固定化され， 
新規参加者が少ない 

解決策 

多世代が参加できるサロン活動の企画 
（子ども食堂との連携） 

高齢者と若者の交流機会が少ない 

行政や自治会の取り組みが 
十分に知られていない 

自治会主導のコミュニティ食堂の運営 

近隣住民が参加しやすいボランティア活動の促進
 （世代を越えたお助け隊への参加） 

防災情報や自治会活動の
 周知が不足している 

高齢者以外の世代が 
関わる機会が少ない 

「行きにくい」と感じる人がいる 

初参加者が入りやすい仕組みづくり 
（迎え入れサポート） 

参加者の関心に合わせたプログラムを提供 
（カラオケ・囲碁将棋など） 
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(2) 宮人自治会 

 

図 6-3-2-(2)  伊佐市・宮人自治会のマインドマップ 

 

  

宮人三子さん 
の課題 

買物環境 

買物先が遠い コンビニはあるが，生鮮食品・魚などが買いにくい 
スーパーまでの距離が遠く，高齢者には負担 

移動手段の不足 買物に行くための交通手段がない 
乗り合いタクシーの仕組みがない 

移動手段 

バスの利用 便数が少ない（1 日 3 往復程度） 

タクシーの利用が困難 
費用負担が大きい 
タクシー助成制度の利用者が少ない 

情報共有と 
デジタル活用 

地域情報の取得が難しい 
行政情報が市報に載っているが，問い合わせが少ない 

ネット活用が苦手な人が多い 

住民同士の 
助け合い 

解決策 

移動販売の導入・増加（巡回型の販売サービス） 
宅配サービスの利用促進（共同購入制度） 

行政による支援（タクシー助成拡充，移動販売の実施支援） 

解決策 

バス便数の増加や運行ルートの見直し 
タクシー助成制度の利用促進・改善 
ライドシェアの仕組みを導入 

解決策 

高齢者支援 近隣住民同士の助け合いを促進 

ボランティアの活用 住民による買物・移動支援のボランティア活動 

解決策 

地域交流イベントの開催（サロン，交流会） 

住民同士の乗り合い促進（息子や近隣住民との連携） 

曜日も限られている 

登録していても，実際には利用しない人が多い 

ライドシェア 
ライドシェアの仕組みが地域に浸透していない 
地域の人と乗り合う仕組みがあると良い 
誰といつどこに行くかの情報をまとめる仕組みが必要 

デイサービスの車活用 デイサービスの送迎車の活用可能性を検討 

デイサービスの車両活用の可能性を探る 

息子がネット利用を制限している場合もある 

オンライン活用の難しさ デジタル機器の扱いに不安がある 
ネットの消費者トラブルへの懸念がある 

「伊佐市の地域資源リスト」の活用 
行政によるネット相談窓口・利用講座の設置・開催 

顔が見える関係性を活かして支援ネットワークを構築 

ライドシェアや送迎サービスのボランティア参加を促進 

若い世代とのつながり 若者の支援活動への参加を増やす 
学生・社会人ボランティアとの連携強化 

高齢者と若者のマッチング制度の導入 
ライドシェアや移動支援のボランティア活動を広める 

買物支援ボランティアの活用 

お助け隊の活用の限界 支援内容や依頼内容に限りがある 

お助け隊の強化（若い人の参加） 
タイミーやスキマバイトのような仕組みを導入 
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６-３-３ 姶良市 

(1) 永瀬自治会 

 

図 6-3-3-(1)  姶良市・永瀬自治会のマインドマップ 

 

 

永瀬三子さん 
の課題 

移動手段 

移動の手段が 
限られている 

バスやタクシーの本数が少ない 

入浴支援と 
温泉活用 

訪問介護・入浴支援を 
受けにくい 

訪問介護・入浴サービスの情報が知られていない 
介助を頼む人がいない 

温泉を活用した 
地域活性化 近くに温泉施設があるが，地域の福祉に活かされていない 

ボランティアと 
地域の助け合い 

解決策 
AI を活用した乗り合いタクシーのルート最適化 
高校生を活用した予約支援・スマホ活用支援 
コミュニティバスの運行ルート見直し 

解決策 

ボランティアの担い手不足 
有償ボランティアの担い手が少ない 

解決策 

情報共有と 
デジタル活用 

乗り合いタクシーの利用が難しい（耳が遠い，日程を忘れる） 

高校生によるスマホ活用講座の実施 

週 2 回の健康ツアーを開催（1000 円以下で実施） 
高校生を活用した入浴介助やネットスーパーの予約支援 

高齢者と若者のマッチング制度の導入 

交通量が多い道路を横断するのが危険 

高校生ボランティアとの連携が可能か？ 
老老ボランティアの活用が必要 

フードドライブや物産館を活用した地域拠点の設置 

高校生の参加を促進（予約システム開発，ネットスーパー支援） 
老老ボランティアの仕組みを構築 

情報が届かない， 
活用できない 

行政サービスの情報が届いていない 
デジタル活用が苦手でネットスーパーや予約が難しい 

解決策 
高校生によるスマホ活用講座の実施 
地域情報の冊子を作成し，必要な情報を届ける 
フードドライブや物産館を活用した地域拠点の設置 

温泉バスの導入で移動手段を確保しつつ，交流人口を増やす 
入浴介助として「背中流し」を導入し，認知症予防と交流を促進 
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(2) 明神自治会 

 

図 6-3-3-(2)  姶良市・明神自治会のマインドマップ 

 

  

明神五子さんの 
課題 

移動手段 

移動の選択肢が限られる 

交流の機会不足 

地域交流の場がない 

自治会活動が活発でない 

情報取得と情報共有， 
デジタル活用 

解決策 

解決策 

行政情報の取得が困難 

解決策 

買物支援ボランティアの活用（同行支援） 

子ども食堂の活用 
（手伝いやイベント参加を通じた交流） 

移動販売の見直し（巡回頻度の改善） 

有償ボランティアの 
活用 

地域住民の支援を受けるだけでなく， 
参加する側になる 

「えーど会員制度」の認知不足 

解決策 
有償ボランティアの情報を広報誌や LINE で周知 

地域連携の 
強化 

自治会単独では活動が難しい 
運営する人材が不足している 

解決策 
近隣自治会（須崎地区，豊町地区）と協力し，合同サロンを開設 

買物の負担 自宅近くにスーパーがない 
高齢者向け移動支援サービスの導入 

買物ボランティアの活用 
移動販売の拡充（スーパーと連携した宅配制度） 

サロンが存在しない 
こども会がない 
一人暮らしで話し相手がいない 
地域の人とのつながりが希薄 

近隣自治会と連携してサロン交流会の開催 
 （健康麻雀，囲碁・将棋など） 

何ができるか明確でないため， 登録
者が少ない 

登録方法の説明会開催（加治木支所などでの案内） 

参加者が少なく，活動が成立しない 

小規模な集まりからスタートし，徐々に拡大 
役場・社協・ボランティア団体と連携し，継続可能な仕組みを構築 

若者や子どもによる高齢者向けデジタル講座の開設 
子ども食堂の活用 
（手伝いやイベント参加を通じた交流） 

行政サービスの LINE 公式アカウント活用 
地域向け情報共有ツールの導入（掲示板・回覧板） 

自治体の支援制度の周知不足 
デジタル活用の支援が不足 
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６-３-４ 湧水町 

(1) 二渡自治会 

 

図 6-3-4-(1)  湧水町・二渡自治会のマインドマップ 

 

  

二渡六子さんの 
課題 

移動手段の 
課題 

免許返納後の 
移動手段 

免許返納後の移動手段が不安 

買物支援 
買物の負担 

情報共有と 
デジタル活用 

解決策 

タクシー助成の利用促進 
（申請手続きの簡略化） 

解決策 

行政情報の取得が 
困難 発信元が多く，混乱しがち 

解決策 

住民の交流・ 
助け合い 

ネット活用講座の開催 

既存のタクシー 
助成制度の周知不足 

タクシー利用の 
課題 

タクシー会社が少なく， 
台数不足で予約が取りづらい 

地区外への利用は助成対象外 

JR・駅前活用 
JR を活用しきれていない 

駅前の活性化が必要 

ライドシェア 
タクシー業と競合の可能性 

運行の仕組みを整備 

JR や駅前の活性化，JR との連携 
（買物・交流の場として活用） 

ライドシェア制度の導入・ 
住民の協力促進 

買物の際の荷物運びが大変 

移動販売の導入 

宅配サービスの利用促進（共同購入など） 

デジタル活用支援 スマートフォンやネット利用が 
苦手な人が多い 

地域情報の一元化 

地域活動への参加 サロン活動などを活用した 
交流促進 

解決策 

住民同士の助け合い制度の構築 

交流イベントの開催 

ボランティア活動の推進 
（移動支援・買物支援） 

ドライブサロンの創設 
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(2) 麓自治会 

 

図 6-3-4-(2)  湧水町・麓自治会のマインドマップ 

  

  

麓二郎さんの 
課題 

移動手段の課題 

移動が困難 

一人での外出が困難で， 
配偶者が病気になると移動手段がない 

近隣関係の脆弱化 
人に頼りにくい環境 

高齢化や仕事の影響で頼れる人がいない 

情報共有と 
デジタル活用 

解決策 

タクシー補助の拡充（上限緩和・余剰分のシェア） 

解決策 

行政情報の取得が困難 
市報などで情報が得られるが， 
高齢者には分かりづらい 

解決策 

情報取得の 
課題 

買物支援ボランティアの活用（同行支援） 

座談会（いきいきサロン）の開催で横のつながりを強化 

ネットを活用できない人が多い 

デジタル活用支援 スマートフォンやネット利用が苦手な人が多い 
ネットトラブルへの不安 

必要な情報が届かない 
福祉サービスや買物支援の知識が断片的 

解決策 

必要な情報を簡潔にまとめ，回覧板に掲載 

通院や買物には車が必須 
タクシー補助は上限があり，町外には使えない 

福祉タクシーは高額で利用しづらい 
家族や友人に頼るのが気が引ける 

近隣住民の通勤時に同乗できる仕組みづくり 
地域住民がドライバーになる移動支援の仕組み 

親族でも頼み事がしづらい 
近隣住民が集まる機会が少ない 

自治会・民生委員・包括支援センターとの連携強化 
ケアマネを通じた福祉支援の活用 

インターネットや LINE が使えない 
どの支援策が自分に適しているかわからない 

行政や包括支援センター，ケアマネとの連携を強化 
スマートスピーカーなどの音声操作ツールの導入支援 
サロンでネット・デジタル機器の活用講座を実施 

福祉サービスの 
活用 

負担軽減のための支援策が 
十分に活用できていない 

町の福祉タクシー（70%補助制度）があるが，周知不足 
包括支援センターや， 
わくわくサービスの活用が進んでいない 
どうやって支援を受けられるか分からない 

解決策 
役場やケアマネによる情報提供を強化 
福祉タクシーの活用方法の周知徹底 
包括支援センターの利用を促進する広報活動 

広報と情報共有の 
課題 

情報の伝達が不十分 行政の発信する情報が届きにくい 
回覧板や町内放送のみでは不十分 

解決策 
回覧板にチラシを同封し，情報を整理して発信 
町内放送に加えて，文字情報も活用 
チャットツールなど，双方向の情報共有手段を検討 

移動販売の見直し（品揃え・巡回頻度の改善） 
宅配サービスの利用促進（共同購入など） 


